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0ツイート

遭難に関するアンケートのお願い

本格的な夏⼭シーズンを前に、週刊ヤマケイでは「遭難体験」についてアンケートを⾏ないます。

あなたの実体験を教えてください。
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北海道森林管理局によると、昨年7⽉末から9⽉初めにかけて北海道に上陸した豪⾬や台⾵で、林道の路盤
崩壊・流出や⼟砂崩れ、倒⽊等が起きている国有林の林道が2082ヶ所にものぼり、登⼭への影響が出ている
25以上の⼭があるとしています。その中には⼣張岳をはじめ「⽇本⼆百名⼭」に名を連ねる⼤雪⼭系のニペ
ソツ⼭、⽯狩岳、⽇⾼⼭系ペテガリ岳も含まれています。

これまで私が週刊ヤマケイにてご紹介した⼭でも、⼤雪⼭系は⽯狩岳・⾳更岳・ユニ⽯狩岳（51・151号）
に通じる林道を始め、沼の原・五⾊岳（107・155号）に通じる林道、扇沼⼭・三川台（148・200号）に通
じる林道、ニペソツ⼭（41・50・114・155・165号）、ウペペサンケ⼭（91・101・143号）、⻄クマネシ
リ（51号）など、⽇⾼⼭脈は、北⼾蔦別岳・ヌカビラ岳（56・107・161・204号）、エサオマントツタベツ
岳（202号）、伏美岳・ピパイロ岳（45・60・89・112・115・167号）⼗勝幌尻岳（60・115号）など
が、今シーズンは絶望的です。

また、寄稿していない⼭でも芽室岳、沙流岳、チロロ岳、ペンケヌーシ岳、ペテガリ岳、⼗勝岳の新得側、
無華⼭、⼣張岳（徒歩可）などに通じる林道が通⾏⽌めとなっています。

さらに、国道274号線⽇⾼峠や道道などの幹線道路も通⾏⽌めの所があります。通⾏⽌めが解除され、現在
は開通している林道であっても、路肩が⼀部軟弱なところもあり、天候によっては警戒が必要です。

登⼭前の道路情報や登⼭情報をしっかりと把握し、⻑期的な天候を⾒据えたうえで計画をたてる必要があり
ます。

（⽂＝⾕⽔ 亨／北海道アウトドア夏⼭ガイド認定者）

『ワンダーフォーゲル』8⽉号
テントは⾃由だ

『ワンダーフォーゲル』2017年8⽉号／7⽉10⽇発売／926円＋税／A4変形判／162ページ／綴じ込み付録︓TENT BOOK

テント泊装備⼀式の重さは、⾃由の重さ
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今回の特集は「テントで歩こう︕⽇本アルプス」。北アルプス、南アルプスそれぞれの名ルートを編集部員
がテント泊で歩きます。装備計画やプランニングはもちろん、⾷事メニューやテント内レイアウトまで、リア
ルなレポートをお届けします。さらにそのレポートで使⽤したテントの使⽤感についても詳しく紹介。最新テ
ント事情もばっちり把握できます。さらに綴じ込み付録の「TENT BOOK」では、テントの選び⽅、設営のコ
ツ、メンテナンス、さらにツエルトの使い⽅まで詳しく解説。テント泊⼭⾏の強い味⽅になる⼀冊です。

『ワンダーフォーゲル』2017年8⽉号

https://www.yamakei.co.jp/products/2817914130.html

⼤雪⼭・⾼根ヶ原
三笠新道から、⾼⼭植物が咲き誇る場所へ

三笠新道の雪渓を登ると⾼原沼群が⼀望できる（写真＝⾕⽔ 亨）

https://www.yamakei.co.jp/products/2817914130.html
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参考書籍

アルペンガイド『⼋ヶ岳』

https://www.yamakei.co.jp/products/2807013540.html

寄稿者関連HP

「⾵の⾕」

http://www.ne.jp/asahi/tetsu/kazenotani

上越・浅草岳
六⼗⾥越から浅草岳ヒメサユリロードを⾏く

浅草岳とヒメサユリ（写真＝⼩瀬村 茂）

https://www.yamakei.co.jp/products/2807013540.html
http://www.ne.jp/asahi/tetsu/kazenotani
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南岳から⻤ヶ⾯⼭へ続くヒメサユリロード（写真＝⼩瀬村 茂）

6⽉28⽇、曇りのち薄⽇

この⽇はヒメサユリの花が⽬的のため、六⼗⾥越から浅草岳をめざしました。ヒメサユリの群⽣地はこのコ
ースの途中にある南岳から⻤ヶ⾯⼭までの登⼭道に集中しています。

朝4時30分、やや⾚みがかった空を⾒上げながら、明るくなり始めるのを待って登り始めました。登⼭⼝か
ら南岳までは約2時間弱で到着。

⼭頂に⽴つと視界が⼀気に開けます。越後駒ヶ岳をはじめとする残雪をまとった越後の⼭々が⼀望でき、そ
して、眼下には⼗字の形が印象的な⽥⼦倉湖が⾒えます。曇天とはいえ、⼭裾を雲が埋め尽くした早朝の展望
景観は絶景です。⼭頂直下からは東斜⾯が鋭く切れ落ち、断崖絶壁の脇沿いに続く登⼭道にはヒメサユリが咲
いていました。

浅草岳を眺めながら、そして⾜もとに注意しながら、ヒメサユリロードと呼ぶにふさわしい稜線歩きを楽し
みました。

（⽂＝⼩瀬村茂／⼭岳写真⼯房）

参考書籍

新・分県登⼭ガイド『改訂版 新潟県の⼭』

https://www.yamakei.co.jp/products/2809023660.html
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